
３月４日、家庭系ごみ全体の30％を占める厨芥類（厨房から出るごみ）の削減から自分たちに

できるカーボンニュートラルを考えてCO2削減に取り組むイベントを開催しました。

台所からはじめるカーボンニュートラル
生きものの力で生ごみダイエット！

インタープリターとゆったり歩いて森から学ぶ

森あるきでは、インタープリターから食物連鎖のお話を聞き、落ち葉や糞、死骸などが、土壌動物や

菌類に分解されて土になり、木や草の栄養分となって森を作っている「循環」について学びました。

調理でゴミを出さない工夫・出たごみを活用する工夫

実際に森の間伐材や土、落ち葉を拾い

どんな生きものがいるのか参加者自ら顕微

鏡を使って確認しました。

Tea Time時間に規格外のさつまいも（焼き芋）と

無農薬の紅茶をいただきながら豊田市環境学習施設

エコット、杉山様、勝田様を講師としてお招きし調理時

に生ごみを減らす工夫やダンボールコンポストの活用

術をお話しいただき、そのあとチームに分かれて一人ひと

りにできることを話し合いました。

ふりかえり・まとめ

最後に、各自が自分にできるカーボンニュートラルを考え実

施する目標を宣言。全員の方から、自分の生活を出来る

ことで変えてみようと思う、89％の方からカーボンニュート

ラルは身近な事、自身で出来ることがあると回答をいただ

きCO2削減にむけて一歩踏み出せました。

循 環


